
コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
支
援
は

問
万
が
一
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場

合
、
患
者
は
病
院
に
入
院
す
る

か
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
療
養
施
設
に

入
る
か
、
自
宅
療
養
の
い
ず
れ
か
だ
と

思
う
が
、
現
在
の
旭
市
民
の
状
況
は
。

答
感
染
者
の
療
養
内
訳
は
、
９
月

２
日
現
在
で
入
院
中
２
人
、
自

宅
療
養
29
人
、
ホ
テ
ル
療
養
５
人
、
入

院
・
ホ
テ
ル
療
養
等
調
整
中
40
人
、
退

院
な
ど
が
３
６
７
人
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
対
し
て
、
公

的
な
支
援
は
あ
る
の
か
。

答
入
院
費
用
、
ホ
テ
ル
療
養
の
費

用
、
自
宅
療
養
で
の
県
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
県
が
費
用
を
負
担
す

る
。生

涯
活
躍
の
ま
ち
に
対
す
る

米
本
市
長
の
考
え
は

問
生
涯
活
躍
の
ま
ち
は
、
地
方
創

生
事
業
に
お
い
て
全
国
的
に
も

初
め
て
と
い
う
官
民
連
携
の
大
事
業
だ

が
、
明
智
前
市
長
か
ら
引
き
継
が
れ
た

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
米
本
市
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
本
事
業
は
旭
市
の
将
来
を
左
右

す
る
重
要
な
事
業
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
明
智
前
市
長
が
傾
注
し
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
継
ぎ
、
将
来
の

旭
市
の
た
め
に
市
と
事
業
者
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
、
市
の
魅
力
を
高
め
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を

か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
令
和
４
年
春
の
ま
ち
開
き
を
前
に
多

方
面
か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
が
官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
好
事
例
と
し
て
全
国
に
発
信
で

き
る
よ
う
、
市
と
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
道
路
環
境
保
全
事
業
に
つ
い
て

現時点でのイメージ

妊
産
婦
の
受
入
れ
は
万
全
の
体
制
で

問
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
柏
市

の
妊
婦
は
入
院
調
整
が
で
き
ず
、

９
か
所
の
医
療
機
関
で
受
入
れ
を
断
ら

れ
、
自
宅
で
出
産
し
赤
ち
ゃ
ん
は
死
亡

し
た
。
県
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
妊
産
婦

へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
発
表
し
た
が
、

本
市
の
周
産
期
医
療
機
関
の
受
入
れ
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
妊
婦

の
入
院
調
整
に
つ
い
て
、
36
週

以
降
ま
た
は
36
週
未
満
で
産
科
管
理
が

必
要
な
場
合
は
、
産
科
か
か
り
つ
け
医

が
地
域
の
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

と
調
整
す
る
。
調
整
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
母
体
搬
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

全
県
下
で
調
整
す
る
。
そ
の
他
の
方
に

つ
い
て
は
管
内
保
健
所
が
調
整
し
、
調

整
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
県
の
医
療
調

整
本
部
が
調
整
す
る
。

問
今
後
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答
海
外
で
は
３
回
目
の
接
種
を
開

始
し
て
い
る
国
も
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
国
か
ら
の
通
知

は
来
て
い
な
い
。
今
後
国
の
決
定
に
従

い
迅
速
に
進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
を
完
全
無
償
化
に 

問
学
校
給
食
費
は
現
在
第
３
子
以

降
が
無
料
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
６
か
月
間
免
除
と
な
っ
て
い
る
が
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
完
全
無
償

化
に
で
き
な
い
か
市
長
に
伺
う
。

答
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
は
、

私
の
政
策
と
し
て
も
示
し
た
が
、

保
護
者
に
求
め
ら
れ
る
教
育
に
関
す
る

負
担
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行

う
た
め
、
意
義
が
深
く
大
き
な
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
財
政
や
経
済
の

状
況
、
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◦
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

◦
「
お
く
や
み
窓
口
」
に
つ
い
て

◦
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◦
Ｅ
Ⅴ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
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